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要約 

私たちは，種類や量が多く，光合成によって川に酸素を供給している珪藻に着目した。珪藻の種類による水質

浄化の効果を調べるため，珪藻の単離，培養を試みたが，単離，培養することはできなかった。よって，里見川

の状況を再現した河川モデルを作成し，珪藻の光合成の有無とＢＯＤの変化の関係を調べた。酸素が存在する条

件下では，いずれもＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）が低下し，直接的に有機物の分解に関わっているのは好気

性細菌であることが確認できた。また，明条件下では，珪藻と好気性細菌が塊を形成することがわかった。 

    Our study focused on the phytoplankton which oxygenate The Satomi-gawa River by photosynthesis. We tried 
to isolate and culture the plankton in order to examine its water purifying effects, but we were unable. Therefore 
we made a model river that reproduced the situation of The Satomi-gawa River, examined if phytoplankton 
photosynthesize, and BOD changes caused by the photosynthesis. Under the conditions, oxygen was found, and 
regardless of whether it was due to photosynthesis or not, BOD decreased. Therefore we confirmed that it was 
aerobic bacteria connecting with the organic matter directly. In addition, under light, we found plankton and 
aerobic bacteria uniting. 
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1．序論 

私たちは川に住んでいる微生物による水の浄化作用

に注目した。そこで，里見川で微生物採取を行ったと

ころ，珪藻の種類が多く見られた。（表１，図１）その

ことから，私たちは珪藻が水の浄化作用どのように関

わっているか調べることにした。 

珪藻とは単細胞性の藻類で，クロロフィル a とｃを

持ち，光合成を行う独立栄養生物である。 

また，光合成によって得た酸素を，主に川の浄化をし

ている好気性細菌に与えることで，川の自然浄化にか

かわっていることが分かっている。（図２） 

そこで，私たちは多くの種類がある珪藻の中でどの種

類がどのようなはたらきをもっているかと興味を持ち，

珪藻の単離・培養を試みた。また，珪藻と好気性細菌

が水質に与える影響を測定するため，クールサーバー

で河川モデルを作成し，BODを測定し調べた。 

 

 

 

（表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１） 

 

 

 

 

 

 

 

 



（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

２．研究内容 

＜材料＞ 

 実験① 珪藻の単離と培養 

 ・1，5% 寒天 

 ・0，1% ハイポネックス（アイリスオーヤマ） 

 ・汲み置き水 

 実験② 河川モデルによる珪藻と好気性細菌の培養 

 ・クールサーバー ２本 

 ・エアーポンプ ２つ 

 ・アルミホイル 

 ・プレパラート １２枚 

 ・砂利，汲み置き水 

 ・コニカルビーカー 

 ・簡易ｐHメーター 

 ・共栓メスシリンダー 

 ・ふらんびん 

 ・曝気装置 

 ・恒温室 

 ・DOメーター 

 ・蒸留水 

 実験③ 珪藻と好気性細菌の関わり 

 ・クールサーバー ３本 

 ・アルミホイル 

 ・砂利，汲み置き水 

 

＜培地の作り方＞ 

300ｍｌの三角フラスコに実験①の材料を150ｍｌ

入れ，オートクレーブで 121℃で 15 分間滅菌する。

それを滅菌されたシャーレに 10ｍｌずつ分注し，固

める。 

 

＜BOD測定方法＞ 

① 試料を中和し，約５分間曝気する。 

② ３本の共栓メスシリンダーに試料を入れる。１ 

本目は原液，２本目は DO蒸留水で２倍に希釈し

たもの，３本目は２倍希釈試料をさらに DO蒸留

水で２倍に希釈した４倍希釈試料を入れる。 

※DO蒸留水…蒸留水を曝気し，溶存酸素量を飽

和状態にしたもの。 

   DO をそれぞれ測定する。この時の値を D１とす

る。気泡を抜いてあふれさせたまま栓をし，５

日間 20℃冷暗所で培養する。 

③ ５日後，DOを測定する。この時の値を D2とする。 

④ 以下の計算式によりＢＯＤの値を算出する。 

 

 BOD（mg/l）＝(D1-D2)×希釈倍数 

 

⑤ ５日間の溶存酸素の消費量が 22～88％になった

ものを採用する。希釈倍数が３以下の場合は，

５日間の溶存酸素の消費量が 88％以下になった

ものを採用する。  

 

  溶存酸素消費量＝（D1‐D2）÷D1×100 

 

＜実験方法＞ 

実験① 珪藻の単離と培養 

川の中の石や植物の茎をタワシでこすり，表面の微

生物を回収する。それを滅菌した蒸留水で 10３，10５，

10７，10１０倍に希釈し，それぞれ 1ｍｌずつ培地に広げ，

15℃と平温で 2 週間培養した。２週間後，培地の表面

にできた物質を顕微鏡で観察した。 

実験② 河川モデルによる珪藻と好気性細菌の培養 

 里見川で採取した砂利をクールサーバーに下から 4 

㎝入れ，里見川の水を 1500ｍｌ入れたものを２つ作る。 

一方をアルミホイルで包み，光が当たらない暗条件と 

する。砂利の上にプレパラートを６枚ずつ埋め，微生 

物量を観察できるようにする。これを 20℃，明期 12 

時間，暗期 12時間でエアレーションをしながら培養 

した。一定期間ごとの BODの変化の測定と，プレパラ 

ート上の微生物量を比較した。 



実験③ 珪藻と好気性細菌の関わり 

実験②で，明条件で培養した河川モデル（図Ａ），暗 

条件で培養した河川モデル（図Ｂ），新しいクールサー

バー（図Ｃ）に，それぞれ１５００ｍｌの里見川の水

を注ぎ，20℃，明期１２時間，暗期１２時 間で，エ

アーポンプなしで 3 週間培養した。その時，Ｂについ

ては，引き続き暗条件で培養を行った。 

 

＜実験結果＞ 

実験① 珪藻の単離と培養 

この方法では珪藻を培養することはできなかった。 

糖類を入れなかったためか，細菌の繁殖はおさえるこ

とができ，植物の茎からより多くの細菌のコロニーが

出現した。（表２，表３） 

表２ 石に付着した微生物の培養結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

表３ 植物の根や茎に付着した微生物の培養結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験② 河川モデルによる珪藻と好気性細菌の培養 

 BODの値は，明条件，暗条件いずれも，36日後には 

低下し，50日後には上昇した。明条件，暗条件共に７ 

日後の測定では値が上昇した。（表４，図３）微生物量 

の比較では，肉眼で比較することはできなかったが， 

検鏡観察により，明条件のプレパラートで珪藻を観 

察することができた。（図４） 

（表４） 

 ８月６日 

（０日目） 

９月５日 

（２９日目） 

９月１２日 

（３６日目） 

９月２６日 

（５０日目） 

暗条件 
１２．４ 

１４．０ ４．８ ９．４ 

明条件 １２．０ ７．２ １２．０ 

 

（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験③ 珪藻と好気性細菌の関わり 

ＡとＣでは微生物が絡まりあったような塊が形成さ

れた。とくに，Ａのものは大きい塊となった。Ｂでは，

塊は全く形成されなかった。（図５） 

 

（図５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜考察＞ 

珪藻の寒天培地での培養は困難であることがわかっ

た。川の様子を再現した，河川モデルを用い，エアー

ポンプによって 十分な酸素を供給することで培養す

ることができた。今回の培養では，光や温度の条件が

不足していた可能性も考えられる。 

５０日間の河川モデルでの培養で，ＢＯＤの減少が

見られたことから，微生物の活動により，有機物が分   

解されていることが確認できた。明条件でも，暗条件

でも，ほぼ同じような低下が見られたことから，酸素

が存在している条件では，直接的に有機物の分解に関

わっているのは好気性細菌であると考えられる。この

実験によって，明条件下では珪藻と好気性細菌が，暗

条件下では珪藻は増殖せず好気性細菌のみが増殖して

いると考えられる。実験３において，酸素を供給する

ことなく静置した場合，好気性細菌と，珪藻は，絡ま

りあって塊を形成した。暗条件ではこのような塊がで

きなかったことから好気性細菌だけではこの塊はでき

ない。塊となることによって，好気性の微生物は光合

成で生じた酸素を利用できると考えられる。 

今回用いた河川モデルでは，水の量に限りがあり，

ＢＯＤをはかる回数に限界があるため，モデルの改善

が必要である。また，微生物を定量的に扱うことが困

難であるため，今後検討が必要である。 

 さらに，実験３で生じた塊が，どのような生物で構

成されているのかを調べ，それが，どのように水質の

浄化につながるのかを確認していきたい。 

 

３．結論 

珪藻は，光合成によって，間接的に有機物の分解に

関与していることを確認することができた。また，直

接有機物の分解を行っている好気性細菌と珪藻とは，

互いに集まり，塊を形成することが明らかとなった。 
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